
考
え
た
い
。
両
者
は

句
集
等
を
遺
さ
な
か

い
た
旧
派
（
月
並
宗

っ
た
結
社
）
は
戦
時

「
写
生
」
に
沿
わ
な
い

は
じ

現
行
の
明
治
俳
句

筆
を
進
め
、
日
本
派

し
な
か
っ
た
俳
人
は

く
声
望
を
得
た
が
、

る
。
明
治
俳
句
史
と

そ
れ
が
「
伝
説
」

明
治

没
交
渉
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
日
本
派

っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
当
時
俳
壇
で
大
き

匠
と
括
ら
れ
た
俳
人
達
）
や
秋
声
会

ら
し
い
句
集
を
手
が
け
て
い
る
が
、

の
で
、
語
ら
れ
る
事
が
少
な
い
。

め
に

史
は
、
江
戸
以
来
の
俳
諧
か
ら
正
岡
子

（
子
規
一
派
）
の
活
躍
で
し
め
括
ら
れ

江
戸
俳
諧
の
残
滓
と
し
て
語
ら
れ
る
。

今
で
は
日
本
派
の
偉
大
さ
を
映
す
鏡
と

は
日
本
派
の
「
伝
説
」
な
の
で
あ
る
。

で
あ
る
一
例
と
し
て
明
治
俳
壇
と
日
露

俳
壇
と
日
露
戦
争

｜
｜
旧
派
、
秋
声
会
、
日
本
派

が
戦
争
に
係
わ
る

な
勢
力
を
有
し
て

（
尾
崎
紅
葉
ら
の
集

そ
う
し
た
句
集
は

こ
れ
ら
は

年
七
月
刊
行

た
。
編
者
は

幹
雄
の
手
に

治
俳
句
の
独

規
の
俳
句
革
新
へ

る
。
日
本
派
に
与

明
治
の
彼
ら
は
広

し
て
の
み
語
ら
れ

戦
争
の
係
わ
り
を

派
が
戦
争
を

の
一
端
を
考

五
千

砲
弾

我
軍

を
中
心
に

本
稿
は
日

三

今
は
「
写
生
」
か
ら
遠
い
も
の
と
括
ら

『
日
露
戦
争
勝
鬨
集
』（
以
下
『
勝
鬨

「
幹
雄
」、
天
明
の
俳
人
白
雄
の
春
秋

よ
る
句
集
で
あ
る
。
当
時
の
高
名
な
俳

特
さ
と
踵
を
接
す
る
明
治
の
代
表
的
俳

素
通
り
し
た
事
情
を
考
察
す
る
事
で
、

察
し
た
い
。

一
、
旧
派
俳
人
と
『
日
露
戦
争
勝

万
一
つ
に
な
り
ぬ
春
心

や
勇
士
の
身
に
は
春
の
雨

艦
は
列
も
く
づ
さ
ず
春
の
海

青

木

露
戦
時
下
の
旧
派
や
秋
声
会
の
手
が
け

八
七

れ
る
だ
ろ
う
。
明
治
三
七

集
』
と
略
）
か
ら
引
用
し

庵
十
一
世
を
継
い
だ
三
森

人
に
し
て
そ
の
経
歴
は
明

人
で
あ
る
。
彼
の
経
歴
は

埋
も
れ
が
ち
な
明
治
俳
壇

鬨
集
』

幹
雄

準
一

秋
湖

亮

人

た
句
集
を
紹
介
し
、
日
本



に
神
道
芭
蕉
派
と
名

人
以
上
の
会
員
を
集

神
社
を
建
設
、
落
成

一
年
「
都
新
聞
」、
同

三
位
を
誇
っ
て
い
る

っ
た
。「
書
生
俳
諧
」

明
治
中
期
頃
の
俳

う
に
俳
人
を
定
義
し

敬
神
愛
国
ノ
大

遵
守
セ
シ
ム
ル

ノ
大
教
正
タ
ラ

明
治
の
蕉
風
は
国
家

る
も
の
と
し
て
奉
じ

る
が
、
幹
雄
は
明
治

明
治
俳
壇

先
学
に
詳
し
い
が
改

『
勝
鬨
集
』
へ
と
至
る

明
治
俳
句
は
新
政

民
教
化
に
僧
侶
や
神

俳
人
も
任
ぜ
し
め
、

倫
講
社
を
設
立
、
機

を
変
え
、
教
部
省
の
許
可
を
得
る
。
神

め
、
明
治
二
六
年
に
全
国
か
ら
寄
付
を

も
兼
ね
た
芭
蕉
翁
二
百
年
祭
を
催
し
た

三
二
年
「
太
陽
」
で
催
さ
れ
た
俳
人

。
子
規
は
「
太
陽
」
で
二
位
、「
都
新

の
子
規
は
幹
雄
の
声
望
に
未
だ
及
ば

句
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
点
取
（
懸

直
し
た
。

道
ヲ
講
シ
天
理
人
道
ノ
大
網
ヲ
説
キ
衆

ハ
我
教
職
ノ
義
務
タ
リ
（
略
）
祖
翁
今

ン
事
何
ノ
疑
フ
処
カ
ア
ラ
ン

神
道
遵
守
、
国
家
顕
彰
、
芭
蕉
の
更
な

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
七
年
に
教

の
蕉
風
を
高
め
る
べ
く
神
道
俳
諧
派
を

と
日
露
戦
争

め
て
紹
介
し
、
そ
の
独
特
さ
と
彼
の
思

経
緯
を
述
べ
た
い
。

府
と
の
結
託
か
ら
始
ま
っ
た
。
明
治
五

官
を
教
導
職
に
任
じ
、
併
せ
て
歌
舞
伎

そ
の
結
果
俳
諧
教
導
職
に
幹
雄
ら
が
お

関
誌
「
俳
諧
新
報
」「
明
倫
雑
誌
」
を

道
芭
蕉
派
は
一
万

募
り
深
川
に
芭
蕉

。
幹
雄
は
明
治
三

人
気
投
票
で
共
に

聞
」
で
三
五
位
だ

な
い
。

賞
金
目
当
て
の
投

宣
戦
詔
勅
後

句
が
募
ら
れ

春
」「
新
高
や

雑
誌
」
に
並

梓
す
る
の
で

平
時
、

を
聞
き

人
ヲ
シ
テ
朝
旨
ヲ

世
ニ
在
サ
バ
此
道

る
神
格
化
を
束
ね

導
職
は
廃
止
に
な

結
成
、
同
一
八
年

俳
句
を
捧
げ

め
る
好
機
へ

日
清
戦
時

「
大
砲
の
遠
音

俳
句
と
戦
争

れ
を
鮮
や
か

め
た
彼
に
は

惑
が
ま
じ
り
あ
い

年
、
教
部
省
は
国

役
者
や
講
談
師
、

さ
ま
る
。
彼
は
明

刊
行
し
、
次
の
よ

句
）
俳
句
の

く
蕉
風
の
司

止
め
な
か
っ

も
の
へ
の
帰

嫌
悪
は
生
ま

び
る
。
幹
雄

に
幹
雄
選
の
「
時
事
新
報
」
に
は
「
戦

、「
仁
川
に
沈
む
露
船
や
春
の
闇
」「
海

不
二
や
皇
国
の
初
日
影
」
と
い
っ
た

び
始
め
る
。
か
よ
う
な
流
れ
に
乗
っ
て

あ
る
。

風
月
に
情
を
練
り
、
花
鳥
に
心
を
鍛
へ

之
を
見
て
、
争
て
か
、
至
情
を
吐
露
せ

て
い
る
。
そ
し
て
帝
国
膨
張
の
為
の
戦

姿
を
変
え
る
の
で
あ
る
。

下
の
「
明
倫
雑
誌
」
は
「
軍
刀
の
光

ひ
ろ
が
る
枯
野
か
な
」
と
い
っ
た
句

の
交
わ
り
は
微
温
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

に
拡
大
さ
せ
た
。
日
清
戦
後
よ
り
旧
派

、
日
露
戦
争
は
蕉
風
で
新
派
俳
人
を
も 三

お
か
げ
で
悪
し
き
遊
芸
と
見
な
さ
れ
て

祭
と
し
て
点
取
俳
句
に
筆
誅
を
加
え
る

た
。
点
取
を
軽
蔑
す
る
事
で
自
ら
の
芭

依
を
確
認
す
る
。
点
取
に
手
を
染
め
る

れ
な
い
。
自
覚
と
嫌
悪
が
増
す
ほ
ど
明

は
憲
法
発
布
や
両
陛
下
御
結
婚
二
五
周

争
の
意
味
を
含
み
た
る
」

越
え
て
御
旗
立
る
や
君
か

句
が
「
時
事
新
報
」「
明
倫

幹
雄
は
『
勝
鬨
集
』
を
上

た
る
の
俳
士
、
此
時
、
之

す
し
て
止
ま
ん
や
、（
略
）

争
は
、
明
治
の
蕉
風
を
高

り
す
る
と
き
霜
夜
か
な
」

を
載
せ
て
い
る
が
、
未
だ

が
幹
雄
は
日
露
戦
争
で
そ

と
括
ら
れ
、
非
難
さ
れ
始

圧
倒
し
う
る
好
機
だ
っ
た
。

八
八

い
た
。
幹
雄
は
国
家
を
戴

。
だ
が
彼
も
点
取
俳
句
は

蕉
へ
の
近
さ
を
、
崇
高
な

自
覚
な
し
に
、
点
取
へ
の

治
の
蕉
風
に
真
実
味
が
帯

年
と
い
っ
た
国
事
の
度
に



「
日
露
戦

我
軍
雑
事

桐
咲
く
や
大

一
読
し
て
分
か
る
よ

時
事
に
頼
っ
た
句
が

見
れ
ば
、
彼
の
蕉
風

待
た
れ
し
は

仁
川
之
巻

仁
川
の
東
風

旅
順
口
之
巻

水
雷
や
波
の

日
本
海
之
巻

に
げ
ま
ど
ふ

の

「
営
利
的
投
機
」
で
は

戦
闘
順
に
句
を
並
べ

し
め
る
よ
う
に
構
成

日
露
談
破
裂

耳
立
て
待
つ

宣
戦
詔
勅
渙
発

こ
の
挙
や
、
彼

争
と
近
代
の
記
憶
」

本
営
の
軍
議
会

う
に
『
勝
鬨
集
』
に
は
小
見
出
し
に
解

ほ
と
ん
ど
だ
と
い
え
よ
う
。
翻
っ
て
幹

と
は
誰
で
も
詠
み
う
る
凡
句
に
自
ら
の

此
鶯
の
初
音
か
な

に
目
立
つ
や
日
の
御
旗

花
咲
く
旅
順
口

浦
塩
艦
や
夏
の
海

な
い
事
で
点
取
俳
句
と
異
な
る
姿
勢

、
日
露
両
国
の
戦
闘
の
推
移
を
句
で
復

さ
れ
て
い
る
。

初
雷
の
ひ
ゞ
き
哉

営
利
的
投
機
の
事
業
に
非
ず
、
実
に
一

駿
河

雪
嶺

釈
を
助
け
ら
れ
た
、

雄
の
句
や
選
句
を

載
く
蕉
風
の
息
吹

じ
で
あ
る
ゆ

蕉
の
句
も
次

紀
元
二

港
要
塞

二
日

東
京

富
雄

武
蔵

群
蝶

能
登

素
英
一

幹
雄

か
ら
引
用
し

の
「
鴨
東
新

集
」
な
る
点

で
は
な
い
し

瀬
中
佐
や
乃

少
な
、
月
並

彼
ら
の
日
露

を
示
し
、
内
容
は

元
し
、
追
体
験
せ

幹
雄

も
現
れ
て
い

献
金
せ
し
が

り
俳
句
自
体

軍
国

秋
高

奉
天

点
取
俳
句
を

意
忠
情
に
出
る
も

き
を
吹
き
込

三

え
に
蕉
風
を
護
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
如
く
に
持
ち
出
さ
れ
る
。

千
五
百
六
十
五
年
。
第
一
月
一
日
大
吉

司
令
官
ス
テ
ツ
セ
ル
将
軍
。
開
城
の
申

に
も
ぬ
か
り
は
せ
じ
な
花
の
春

芭
蕉

た
が
、『
勝
鬨
集
』
の
句
と
違
い
が
あ

誌
」
は
「
旅
順
口
陥
落
祝
集
」「
海
戦

取
句
集
を
催
し
て
い
る
聴
秋
の
日
露
戦

、
幹
雄
の
日
露
戦
争
は
蕉
風
を
高
め
る

木
大
将
が
形
作
る
、
日
本
史
の
大
ス
ペ

の
言
い
回
し
や
戦
場
を
詠
ん
だ
だ
け
の

戦
争
の
総
体
的
魂
の
表
現
な
の
で
あ
る

る
。「
俳
諧
の
宗
匠
春
秋
庵
幹
雄
氏
は

尚
ほ
金
二
十
円
を
深
川
区
の
兵
事
会
へ

か
ら
は
明
治
の
蕉
風
は
流
れ
出
て
来
な

の
春
に
こ
た
へ
て
初
鴉

し
我
奉
公
の
時
も
今

の
入
城
式
や
風
光
る

中
心
に
経
営
し
て
い
た
花
の
本
聴
秋
主

む
営
為
で
あ
る
事
に
他
な
ら
な
い
。
そ

八
九

い
。
戦
時
に
合
わ
せ
て
芭

日
を
以
て
。（
略
）
旅
順

込
み
。（
略
）

る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期

大
捷
祝
集
」「
奉
天
戦
捷
祝

争
は
懸
賞
金
の
収
集
以
上

好
機
以
上
で
は
な
い
。
広

ク
タ
ク
ル
で
は
な
く
、
微

差
異
が
、
移
り
変
わ
り
が
、

。
幹
雄
は
聴
秋
と
根
が
同

曩
に
金
百
円
を
恤
兵
部
へ

納
め
た
る
よ
し
」。
つ
ま

い
の
で
あ
る
。加

賀

碧
浪

近
江

孤
舟

石
狩

鶯
斎

案
の
雑
誌
「
鴨
東
新
誌
」

れ
は
例
え
ば
次
の
記
事
に



白
牡
丹
み
づ

幹
雄
は
明
治
の
蕉
風

よ
う
な
明
治
の
蕉
風

裁
に
示
さ
れ
て
い
る

蕉
風
明
倫
教

一
月
十
五
日
本

正
式
奉
吟
及
祝

で
戦
死
し
た
広
瀬
中

佐
忠
烈
表
彰
歌
詩
俳

た
が
、
俳
句
欄
筆
頭

仰
ぎ
見
ぬ
者

吹
き
寄
せ
よ

芳
し
き
花
と

義
に
軽
き
命

明
治
俳
壇

と
祖
翁
の
高
吟

新
年
の
主
山

こ
の
後
幹
雄
は
子
規

に
応
じ
て
欲
す
る
事

詞
な
り
」
と
締
め
く

ぎ
に
こ
え
る
好
機
だ

く
か
ば
ね
と
散
り
に
け
り

の
司
祭
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た

は
、
明
治
三
八
年
の
旅
順
陥
落
後
の
祝

。会
新
年
祭
併
旅
順
陥
落
祝
捷
会

院
に
て
開
会
（
略
）
午
後
二
時
よ
り
祭

捷
会
祝
吟
朗
読
式
全
く
終
る
や
皇
国
万

佐
を
和
歌
、
漢
詩
、
俳
句
で
も
っ
て
賞

句
集
』
な
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
同
年
一

に
は
幹
雄
が
選
ば
れ
て
い
る
。

な
か
り
け
り
子
規

神
の
や
ど
り
し
う
つ
せ
貝

散
り
け
り
肉
一
片

や
花
の
一
雫

と
日
露
戦
争

を
思
ひ
出
し
て
。
一
座
手
を
挙
て
万
歳

や
二
百
三
高
地

幹
雄

ら
へ
の
牽
制
を
込
め
「
発
句
は
新
派
も

を
句
に
す
る
な
り
六
ツ
か
し
き
事
を
い

く
る
が
、
確
か
に
日
露
戦
争
は
新
派
も

っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
七
年
三
月
に

戸
川
残
花

事
が
窺
え
る
。
か

賀
会
で
そ
れ
は
直

典
執
行
順
次
俳
諧

歳
天
皇
陛
下
万
歳

角
田
真
平
」

会
」
の
主
催

声
会
は
戦
時

明
治
三
七

号
に
「
五
百

賛
し
た
『
広
瀬
中

一
月
に
出
版
さ
れ

三
森
幹
雄

竹
冷
角
田
真
平

松
宇
伊
藤
半
次
郎

無
黄
森
貞
二
郎

鶯

国
政
を
祝

特
さ
で
あ
り

現
行
の
俳
句

緯
を
、
そ
し

見
逃
し
が
ち

『
広
瀬
中
佐

を
唱
ひ
。（
略
）

旧
派
も
な
し
其
時

ふ
は
下
手
の
遁
れ

点
取
俳
句
も
一
跨

旅
順
口
閉
鎖
作
戦

陸
海
軍

会
を
開一一（

略

棒
吟

は
子
規
ら
に
与
し
な
か
っ
た
新
派
の

者
、
市
会
議
員
か
ら
衆
議
院
議
員
を
務

下
に
大
規
模
な
懸
賞
俳
句
集
を
手
が
け

二
、
秋
声
会
と
「
明
治
俳
句
風
流

年
に
創
刊
十
周
年
を
迎
え
た
「
文
芸
倶

円
の
俳
句
」
な
る
懸
賞
俳
句
の
催
し
を

も
勝
鬨
な
れ
や
声
高
し

七
十
七
翁

し
、
神
道
に
則
り
芭
蕉
を
崇
め
る
幹
雄

、
日
露
戦
時
下
に
『
勝
鬨
集
』
と
な
っ

史
は
日
本
派
が
か
よ
う
な
蕉
風
に
抗
し

て
抗
さ
れ
る
だ
け
の
力
を
幹
雄
ら
旧
派

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

忠
烈
表
彰
歌
詩
俳
集
』
に
戻
り
た
い 三

万
歳
蕉
風
明
倫
会
万
歳
を
各
三
唱
し
て

き
午
後
八
時
与
蘭
に
て
散
会
せ
り

斎
主

大
教
正

祓
主
兼
大
麻

権
少
教
正

）各
略
詞
書

領
袖
に
し
て
結
社
「
秋
声

め
た
名
士
で
あ
っ
た
。
秋

て
い
る
。

陣
」

楽
部
」
は
、
同
年
一
二
月

発
表
し
た
。
五
百
円
の
懸

幹
雄

の
蕉
風
は
明
治
俳
句
の
独

て
結
晶
し
た
と
い
え
よ
う
。

て
蕪
村
等
を
発
見
し
た
経

が
持
っ
て
い
た
機
微
を
、

。
幹
雄
句
の
隣
の
「
竹
冷

九
〇

退
場
し
夫
よ
り
祝
捷
の
宴

春
秋
庵
幹
雄

鈴
風
舎
文
彦



「
日
露
戦

述
べ
た
い
。

秋
声
会
は
明
治
二

巖
谷
小
波
、
戸
川
残

日
本
派
以
外
の
新
派

は
問
ふ
所
に
あ
ら
ず

一
位
、
二
位
共
に
戦

宇
、
角
田
竹
冷
、
其

藤
鳴
雪
、
三
森
幹
雄

に
し
て
鳴
雪
の
他
は

正
反
対
の
懸
賞
俳
句

「
明
治
俳
句
風
流
陣
」

秋
声
会
の
俳
句
へ
の

に
合
わ
せ
て
「
夏
季

よ
り
投
句
用
紙
を
挾

三
句
が
寄
せ
ら
れ
る

期
増
刊

明
治
俳
句

っ
て
出
版
さ
れ
た
。

薫
風
や
黄
金

夕
顔
や
君
が

賞
金
を
一
三
三
名
に

争
と
近
代
の
記
憶
」

九
年
に
結
成
さ
れ
る
。
角
田
竹
冷
の
肝

花
、
伊
藤
松
宇
、
大
野
洒
竹
、
岡
野
知

俳
人
に
及
ん
だ
結
社
で
あ
る
。「
世
に

（
略
）
真
の
風
雅
を
振
ひ
興
さ
ん
事
を

地
情
緒
を
瀟
洒
に
詠
む
句
が
獲
得
し
た

角
堂
機
一
、
岡
野
知
十
、
大
野
洒
竹
、

の
八
名
、
彼
ら
は
「
文
芸
倶
楽
部
」
懸

ほ
ぼ
秋
声
会
会
員
で
あ
る
。
非
売
品
の

集
、
し
か
も
『
勝
鬨
集
』
と
異
な
る

は
、
秋
声
会
の
戦
時
の
代
表
的
句
集

姿
勢
が
こ
の
懸
賞
俳
句
集
を
成
り
立
た

に
武
器
の
名
読
込
」
む
句
と
し
た
。
明

ん
で
投
句
を
募
り
、
毎
号
宣
伝
を
重
ね

。
明
治
三
八
年
四
月
、
定
期
増
刊
号
は

風
流
陣
」（
以
下
「
明
治
俳
句
風
流
陣

作
り
の
太
刀
佩
き
て
鼓
舞
子
（
第
一

黄
金
の
太
刀
細
き

嵐
川

（
第

あ
て
、
佳
句
は
定
期
増
刊
号
に
一
斉
発

入
り
で
尾
崎
紅
葉
、

十
ら
が
名
を
連
ね
、

云
ふ
門
派
の
異
同

期
す
る
も
の
な
り

征
紅
梅

紅
梅

秋
声
会
会
員

士
は
良
識
に

。
選
者
は
伊
藤
松

雪
中
庵
雀
志
、
内

賞
俳
句
欄
の
選
者

『
勝
鬨
集
』
と
は

句
の
集
め
ら
れ
た

と
い
え
る
。
以
下
、

せ
し
め
た
経
緯
を

勢
を
よ
く
伝

し
て
往
々
平

勢
で
あ
る
。

流
陣
」
の
「

「
砲
台
に
薔
薇

る
。
秋
声
会

く
な
る
が
、

治
三
八
年
一
月
号

、
結
果
九
七
七
五

「
文
芸
倶
楽
部
定

」
と
略
）
と
銘
打

等
、
賞
金
二
百
円
）

二
等
、
賞
金
百
円
）

手
な
句
を
吐

冷
は
風
流
の

た
か
ら
で
あ

夜
桜

紅
葉
が
日

継
の
七
言
絶

洗
練
さ
れ
た

表
、
規
定
は
戦
時

故
に
妄
り
に

三

衣
余
滴

の
色
艶
麗
や
雲
の
花

や
内
侍
一
人
立
つ
院
の
庭

に
は
政
治
家
や
弁
護
士
と
い
っ
た
社
会

従
い
戦
争
気
分
を
穏
や
か
に
盛
り
込
む

え
て
い
る
。
竹
冷
が
日
本
派
を
「
自
然

凡
に
了
る
是
近
時
の
達
人
の
作
句
な
り

日
露
戦
時
下
に
も
こ
の
会
の
好
み
は
変

蛍
飛
ぶ
や
横
た
ふ
剣
の
枕
上
」「
絶
頂

活
け
た
る
天
幕
か
な
」
と
い
っ
た
選

選
の
「
文
芸
倶
楽
部
」
は
日
露
戦
争
の

同
時
に
香
気
と
嗜
み
に
満
ち
て
い
る
。

き
ち
ら
し
て
、
一
場
の
興
趣
を
喜
ん
だ

交
わ
り
を
愉
し
む
た
め
、
主
義
や
方
針

る
。

の
鐘
聴
得
た
り
寒
山
寺

記
に
遺
し
た
句
だ
が
、
春
の
東
京
の
寒

句
（
姑
蘇
城
外
寒
山
寺
／
夜
半
鐘
声
至

趣
味
性
が
座
興
に
花
を
添
え
る
あ
で
や

毛
嫌
ひ
す
る
を
許
さ
ず
」
と
謳
っ
た
秋九

一

軍
艦
和
泉

逸
水

軍
艦
高
雄

菰
淵

的
名
士
が
多
か
っ
た
。
名

嗜
み
を
示
さ
ね
ば
な
る
ま

を
愛
し
細
工
を
許
さ
ず
而

」
と
揶
揄
す
る
句
作
の
姿

わ
ら
ず
、「
明
治
俳
句
風

に
佩
刀
の
将
や
風
薫
る
」

句
は
そ
う
し
た
姿
勢
に
よ

経
過
と
共
に
戦
時
の
色
濃

」
集
い
で
も
あ
っ
た
。
竹

を
掲
げ
る
事
を
し
な
か
っ

紅
葉

山
寺
を
訪
れ
た
情
景
に
張

客
船
）
を
重
ね
る
感
覚
は
、

か
さ
を
好
む
秋
声
会
の
姿

声
会
は
、「
テ
ン

勝



な
る
階
級
人
士
の
集

さ
は
そ
の
証
左
で
あ

名
士
の
集
い
の
秋

に
は
当
時
の
俳
句
欄

五
紙
で
あ
る
。
彼
ら

れ
が
大
事
だ
っ
た
。

懸
賞
俳
句
で
読
者
を

『
勝
鬨
集
』
の
隔
た
り

洒
脱
な
趣
味
人
で

醸
成
し
た
と
思
わ
れ

中
庵
雀
志
、
其
角
堂

て
北
村
透
谷
に
粋
人

旧
派
俳
人
だ
っ
た
（

秋
声
会
と
は
つ
ま
り

明
治
俳
壇

い
。
ゆ
え
に
軍
人
の

烈
表
彰
歌
詩
俳
句
集

花
」
は
秋
声
会
の
主

消
化
し
う
る
名
士
の

地
の
殺
伐
さ
を
盛
る

あ
る
い
は
気
概
を
形

い
な
の
で
あ
り
、「
明
治
俳
句
風
流
陣

ろ
う
。

声
会
は
新
聞
俳
句
欄
選
者
も
多
く
任

担
当
者
一
覧
が
載
る
が
、
日
本
派
は
二

の
名
声
が
利
用
さ
れ
て
の
事
で
あ
る
が

秋
声
会
の
係
わ
っ
た
五
紙
で
も
「
読
売

魅
了
し
て
い
る
。
選
者
に
紅
葉
、
竹
冷

で
も
あ
る
。

あ
れ
ば
俳
席
を
共
に
し
た
秋
声
会
の
姿

る
。
明
治
三
四
年
の
紅
葉
の
日
記
に
は

機
一
の
列
席
が
記
さ
れ
る
が
、
永
機
は

ぶ
り
を
記
さ
れ
た
俳
人
で
あ
り
、
雀
志

彼
ら
は
後
に
「
明
治
俳
句
風
流
陣
」

は
粋
人
の
社
交
の
サ
ロ
ン
で
あ
り
、
そ

と
日
露
戦
争

俳
句
も
洒
脱
な
句
が
選
ば
れ
る
。
前
章

』
の
「
松
宇
伊
藤
半
次
郎
」「
無
黄
森

要
会
員
で
あ
る
。
彼
ら
の
よ
う
に
良
識

嗜
み
が
、「
武
器
の
名
読
込
」
む
句
を

だ
け
の
句
を
採
ら
な
い
「
明
治
俳
句
風

成
し
て
い
る
。
こ
の
嗜
み
は
「
明
治

」
の
集
句
数
の
多

さ
れ
た
。「
俳
声
」

紙
、
秋
声
会
系
は

、
購
読
者
に
は
そ

新
聞
」
は
数
度
の

、
永
機
、
幹
雄
を

俳
句
を
募
り

宗
匠
を
以
て

を
示
す
の
で

が
付
さ
れ
、

て
い
る
が
、

大
ら
か
さ
を

秋
声
会
の

勢
も
こ
の
香
気
を

老
鼠
堂
永
機
、
雪

旧
派
の
大
物
に
し

、
機
一
も
高
名
な

の
選
者
に
な
る
）。

れ
は
日
本
派
と
異

「
書
生
俳
諧
」

か
し
秋
声
会

句
の
状
を
見

を
憶
記
せ
り

の
又
之
が
為

を
博
す
粋
人

さ
に

れ
て

の
『
広
瀬
中
佐
忠

貞
二
郎
」「
戸
川
残

の
範
囲
に
戦
争
を

集
め
な
が
ら
も
戦

流
陣
」
の
香
気
、

俳
句
風
流
陣
」
と

起
用
し
、
明

月
（
総
額
二

円
、
集
句
数

連
日
披
露
し

欄
と
そ
れ
を

を
合
わ
せ
る

、
紅
葉
の
名
は
常
に
選
者
の
中
に
あ
り

す
べ
き
也
」
と
嘆
か
し
め
る
俳
句
熱
は

あ
る
。「
明
治
俳
句
風
流
陣
」
末
尾
に

紅
葉
没
後
に
出
版
さ
れ
た
『
紅
葉
山
人

か
よ
う
な
句
集
に
紅
葉
の
遺
漏
句
を
付

よ
く
示
し
て
い
る
。

華
や
い
だ
句
調
の
好
み
と
戦
時
下
の
国

の
日
本
派
は
こ
の
懸
賞
俳
句
集
を
受

は
懸
賞
俳
句
を
愉
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

て
是
ビ
ヂ
ネ
ス
也
詞
人
の
為
す
べ
き
に

。
洵
に
ビ
ヂ
ネ
ス
な
る
哉
然
れ
ど
予
は

に
労
す
る
を
覚
え
ざ
る
也
」。
こ
の
紅

が
世
間
を
対
手
に
悠
々
と
余
技
に
浸
っ

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
山
樗
牛
に

三

治
三
四
年
六
月
（
総
額
一
一
〇
円
、
集

三
六
円
、
集
句
数
五
四
六
八
七
）、
翌

七
八
六
五
七
）
と
三
度
催
し
、
多
額
の

て
い
る
。「
読
売
新
聞
」
の
成
功
と
「

支
え
る
秋
声
会
の
人
脈
、「
文
芸
倶
楽

と
、「
明
治
俳
句
風
流
陣
」
の
相
貌
が

。
爾
来
彼
を
呼
ぶ
に
早
く

、
し
か
し
秋
声
会
の
姿
勢

は
「
紅
葉
山
人
句
集
拾
遺
」

句
集
』
の
遺
漏
が
補
わ
れ

し
た
事
自
体
、
秋
声
会
の

民
情
緒
の
良
識
あ
る
嗜
み
、

け
入
れ
な
か
っ
た
が
、
し

「
臨
川
夢
人
嘗
て
予
の
閲

あ
ら
ず
と
諫
め
し
事
あ
る

半
面
ビ
ヂ
ネ
ス
を
喜
ぶ
も

葉
の
日
記
に
は
本
業
で
名

て
い
る
、
そ
う
し
た
闊
達

「
読
売
新
聞
は
（
略
）
懸
賞

九
二句

数
八
七
五
〇
九
）、
九

三
五
年
一
月
（
総
額
七
五

懸
賞
金
の
下
に
入
選
句
を

文
芸
倶
楽
部
」
懸
賞
俳
句

部
」
十
周
年
記
念
の
企
画

形
成
さ
れ
る
。



「
日
露
戦

日
本
派
が
こ
の
句

三
、

日
本
派
は
戦
時
に

広
瀬
少
佐
（
後
に
中

秋
声
会
を
「
閑
俳
」、

を
打
ち
込
」
む
の
で

う
か
。

『
紅
葉
山
人
句
集
』

こ
の
句
集
は
瀬
川

疎
山
は
秋
声
会
の
雑

七
月
、
帝
都
社
よ
り

人
士
が
同
じ
時
期
に

は
そ
の
見
事
な
現
れ

「
明
治
俳
句
風
流
陣
」

い
。
日
本
派
の
佐
藤

私
共
は
芸
術
と
し
て

董
屋
で
私
共
は
創
作

さ
れ
た
句
作
者
の
イ

そ
し
て
懸
賞
俳
句
と

争
と
近
代
の
記
憶
」

集
を
非
難
し
た
。

日
本
派
と
『
戦
争
俳
句
』

沿
っ
た
主
だ
つ
句
集
や
俳
句
を
遺
し
て

佐
）
の
戦
死
を
報
じ
た
日
の
「
日
本
」

日
本
派
を
「
専
俳
」
と
評
し
た
が
、

は
な
い
「
閑
俳
」
は
、
明
治
俳
壇
の
美

に
戻
り
た
い
。

疎
山
な
る
俳
人
の
手
で
帝
都
社
よ
り
出

誌
「
卯
杖
」
等
に
見
え
る
俳
人
だ
が
、

『
戦
争
俳
句
』
と
い
う
句
集
を
出
版
し

俳
句
に
携
わ
っ
て
い
た
事
を
示
す
。「

で
あ
る
。
昭
和
の
俳
句
雑
誌
「
風
流

の
持
ち
え
た
香
気
は
、
し
か
し
俳
句

紅
緑
が
「
秋
声
会
で
は
道
楽
半
分
に
や

生
命
を
打
ち
込
ん
で
研
究
し
て
居
る
の

家
で
す
」
と
非
難
し
た
よ
う
な
、
今
で

メ
ー
ジ
が
も
て
は
や
さ
れ
る
か
ら
で
あ

の
近
し
さ
を
愉
し
む
秋
声
会
は
、
日
本

い
な
い
。
例
え
ば

（
碧
梧
桐
選
）「
国

燥
が
子

規
の
生

れ
で
あ

だ
の
で

日
清
戦
時
の

「
芸
術
と
し
て
生
命

質
で
は
な
い
だ
ろ

版
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
明
治
三
八
年

て
い
る
。

旅
順
口
」
と

う
に
語
っ
て

詠
じ
て
安
心

く
美
で
悉
く

ら
の
「
天
然

え
ら
れ
る
。

病
体
な

明
治
俳
句
風
流
陣
」

陣
」
に
も
連
な
る

史
で
は
評
価
が
低

つ
て
居
る
の
で
、

で
す
、
彼
等
は
骨

は
金
銭
と
切
り
離

る
。
岡
野
知
十
は

陽
炎

陽
炎

陽
炎

陽
炎

陽
炎

陽
炎

幹
雄
が
広
瀬

派
と
異
な
る
階
級

民
新
聞
」（
虚

三

規
に
煩
悶
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。
そ
の

の
位
相
は
、
彼
が
一
体
感
を
持
ち
続
け

っ
た
。
子
規
は
そ
の
位
相
に
お
い
て
自

あ
っ
た
。

「
日
本
」
で
は
、
例
え
ば
友
人
の
五
百

詠
む
姿
勢
と
異
な
っ
て
い
る
の
が
如
実

い
る
。「
戦
時
に
在
つ
て
も
俳
人
は
天

立
命
の
地
と
し
て
居
る
。（
略
）
俳
人

有
趣
味
で
悉
く
耳
目
を
楽
し
ま
せ
る
に

人
事
の
美
」
の
道
を
開
い
た
の
は
子
規

坪
内
稔
典
は
「
写
生
」
を
次
の
よ
う
に

の
に
戦
争
の
進
行
に
手
を
拱
い
て
お
ら

や
石
垣
長
き
港
口

や
埃
静
ま
る
馬
の
市

や
温
泉
に
近
き
磯
伝
ひ

や
磯
の
小
貝
の
溜
り
水

に
踏
切
番
の
旗
赤
し

や
盥
に
つ
け
し

物

少
佐
を
「
旅
順
口
閉
塞

同
決
死
隊

子
選
）
は
主
に
次
の
選
句
で
あ
る
。

九
三

「
煩
悶
の
極
」
に
あ
る
子

た
明
治
の
日
本
か
ら
の
ず

ら
の
俳
句
の
核
を
つ
か
ん

木
瓢
亭
が
「
従
軍
記
」
を

で
あ
る
。
虚
子
は
次
の
よ

然
人
事
の
美
を
十
七
字
に

の
目
に
う
つ
る
山
水
は
悉

足
る
」。
か
よ
う
な
虚
子

の
「
写
生
」
で
あ
る
と
考

解
説
し
て
い
る
。

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦

未
央

河

碧
梧
桐
（『
日
本
』）

た
ら
い

欽
宇

伯
洲
（『
国
民
新
聞
』）

春
へ
出
る
口
な
く
な
り
ぬ



そ
こ
に
こ
そ
子
規
の

句
は
「
美
の
感
情
」

そ
れ
は
子
規
の
事
情

歩
き
す
る
の
は
必
然

一
体
私
共
の
研

底
と
し
て
居
る

の
あ
る
べ
き
筈

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

赤
蜻
蛉
筑
波

子
規
の
「
写
生
」

さ
れ
た
陰
影
の
濃
い

変
貌
し
た
現
れ
」
で

心
の
挫
折
に
裏
打
ち

カ
タ
ル
シ
ス
「
美
」

明
治
俳
壇

連
載
、
俳
句
を
交
え

け
る
文
を
見
て
胸
中

難
く
な
い
。
子
規
は

着
前
に
日
清
戦
争
は

り
、
彼
は
少
な
い
余

っ
た
。
そ
の
時
に
胸

切
実
な
自
意
識
の
緊
張
が
あ
っ
た
。
そ

で
あ
る
と
宣
言
し
た
事
に
留
意
せ
ね
ば

で
あ
る
か
ら
、
彼
の
死
後
に
「
写
生
」

だ
っ
た
。
内
藤
鳴
雪
は
日
露
戦
時
下
に

究
し
て
居
る
俳
句
、
こ
れ
は
一
か
ら
十

の
で
、
こ
の
「
美
」
を
唄
ふ
俳
句
が
戦

は
な
い
。（
略
）
自
然
の
美
を
唄
ふ
も

に
雲
も
な
か
り
け
り

と
は
明
治
国
家
へ
の
参
画
の
失
敗
と
無

ま
な
ざ
し
、「
む
し
ろ
極
端
に
自
虐
し

あ
る
。
そ
れ
は
「
天
然
人
事
」
の
神
秘

さ
れ
た
日
常
的
現
実
の
改
変
手
段
の
総

を
得
る
道
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

と
日
露
戦
争

た
軍
役
日
記
を
載
せ
て
い
る
。
知
己
が

に
野
心
を
秘
め
る
子
規
が
煩
悶
に
覆
わ

結
局
周
囲
の
反
対
を
押
し
き
り
日
本
を

終
結
し
、
病
身
を
お
し
て
の
渡
航
が
重

生
を
俳
句
革
新
に
費
や
す
決
断
を
下
さ

中
に
広
が
っ
た
の
が
、「
美
」
に
彩
ら

こ
か
ら
初
め
て
俳

な
る
ま
い
。
だ
が

の
「
美
」
が
独
り

こ
う
語
っ
て
い
る
。

ま
で
「
美
」
を
根

争
に
よ
つ
て
変
化

の
を
詩
と
す
れ
ば
、

て
、
縦

る
で
は

こ
の
序
言
に

句
ば
か
り
作

ろ
い
く
ら
も

い
」。「
鵜
川

の
月
並
こ
そ

子
規

力
感
と
に
裏
打
ち

た
病
者
の
感
傷
の

化
、
つ
ま
り
は
野

合
体
系
と
し
て
の

た
事
を
意
味
し
、

く
な
る
。
そ

そ
の
一
例

り
を
紹
介
し

つ
た
勝
つ
た

る
事
か
ら
、

僕
が
今

を
弄
す

戦
地
よ
り
送
り
つ

れ
た
事
は
想
像
に

発
つ
が
、
戦
地
到

病
人
へ
と
追
い
や

ざ
る
を
得
な
く
な

れ
た
天
然
の
情
景

其
の
内

鳴
雪
は
さ
ら

（
略
）
こ
の
輩

感
念
を
主
と

以
て
し
た
も

と
述
べ
る
。

し
間
接
と
は
い
ひ
乍
ら
、
文
学
の
上
に

な
い
か
と
い
ふ
事
を
世
間
に
知
ら
せ
よ

「
鵜
川
」
が
反
応
し
た
。「
戦
争
が
あ

つ
て
居
つ
て
も
、
其
句
に
よ
い
も
の
さ

『
文
学
の
上
に
報
国
の
情
を
披
瀝
』
し

」
は
続
け
て
『
戦
争
俳
句
』
の
杜
撰
さ

看
過
し
え
な
い
事
態
だ
と
指
摘
す
る
。

れ
は
「
写
生
」
の
「
美
」
の
お
か
げ
な

に
、
日
本
派
系
雑
誌
「
鵜
川
」
と
前
掲

た
い
。『
戦
争
俳
句
』
は
題
書
に
巖
谷

と
鳴
く
蛙
」
が
掲
げ
ら
れ
、
疎
山
や
帝

秋
声
会
系
の
人
脈
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

日
此
『
戦
争
俳
句
』
を
編
む
に
至
つ
た

る
と
誹
ら
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
俳
人
が
、（ 三

容
に
戦
争
が
影
響
を
及
ぼ
す
筈
が
な
い

に
、「
月
並
調
、
即
ち
旧
派
俳
句
と
云

の
俳
句
は
由
来
「
美
」
を
唄
ふ
と
云

し
て
貴
ん
だ
も
の
が
あ
る
の
で
、「
美

の
で
、（
略
）
即
ち
文
学
か
ら
云
へ
ば

幹
雄
の
国
家
祝
句
や
秋
声
会
の
戦
争
情

報
国
の
情
を
披
瀝
し
て
居

う
と
し
た

つ
て
も
平
気
で
月
や
花
の

へ
出
来
れ
ば
こ
の
方
が
寧

て
居
る
も
の
か
も
知
れ
な

を
難
じ
る
が
、
何
よ
り
句

の
で
あ
る
。

『
戦
争
俳
句
』
の
や
り
と

小
波
の
揮
毫
「
軍
国
の
勝

都
社
は
秋
声
会
に
縁
が
あ

句
集
と
思
わ
れ
る
。

動
機
は
、（
略
）
閑
文
字

略
）
是
丈
け
の
熱
誠
を
以

九
四

で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。

ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
道
徳
の

」
に
代
ふ
る
に
「
善
」
を

、
全
く
別
根
底
の
も
の
」

緒
は
日
本
派
に
関
係
が
な



「
日
露
戦

誌
こ
そ
豪
い
も

時
流
に
鑑
み
る

日
本
派
は
月
並
を
怖

題
に
な
る
。
日
本
派

天
然
人
事
を
構
築
し

の
野
心
を
持
つ
自
分

実
な
自
意
識
に
支
え

て
、
月
並
調
か
ら
逃

に
論
駁
す
る
が
、
そ

に
の
み
関
心
を
寄
せ

戦
争
俳
句
は
際

的
に
武
装
し
て

れ
て
、（
略
）
俳

た
と
へ
た
り
、

恐
ろ
し
い
む
ご

に
意
味
だ
け
を

直
ち
に
血
汐
だ

い
。（
略
）
而
か

子
規
の
語
っ
た
「

戦
時
の
出
来
事

争
と
近
代
の
記
憶
」

の
だ
ら
う
、
と
オ
ツ
に
豪
が
ら
れ
た
先

の
識
な
き
事
と
証
明
す
る

れ
、
戦
争
は
素
通
り
さ
れ
、「
写
生
」

は
「
写
生
」
に
支
え
ら
れ
、
俳
句
と
戦

続
け
た
の
で
あ
る
。
明
治
初
の
総
力
戦

が
な
ぜ
赤
蜻
蛉
を
「
写
生
」
す
る
の
か

ら
れ
た
緊
張
が
、
認
識
が
、
こ
こ
で
は

れ
る
一
技
術
と
し
て
の
み
語
ら
れ
る
。

こ
で
彼
は
、
日
本
派
は
戦
争
を
詠
む
俳

て
い
る
事
を
図
ら
ず
も
暴
い
て
い
る
。

物
だ
、
際
物
は
月
並
だ
、
ソ
レ
を
掲
載

居
る
の
だ
、
ソ
レ
か
ら
見
る
と
、
武
装

句
の
一
種
の
美
化
手
段
と
し
て
、
鉄

人
の
死
ん
だ
の
を
花
の
散
つ
た
の
に
た

た
ら
し
い
事
柄
で
も
、
夫
れ
程
で
な
く

含
ま
せ
た
作
法
が
用
い
ら
れ
る
。（
略

の
屍
だ
の
と
騒
ぐ
の
は
、
幼
稚
極
ま
る

も
過
半
が
月
並
臭
い
の
は
何
故
で
あ

写
生
」
の
「
美
」
が
こ
こ
で
書
き
換
え

を
其
儘
詠
む
と
い
ふ
て
も
、
剣
戟
相
交

生
が
あ
つ
た
が
、

の
技
術
だ
け
が
問

争
を
切
り
離
し
、

で
あ
る
日
露
戦
争

規
を
語
る
の

ャ
ン
ル
だ
か

る
現
実
は
、

明
治
俳
壇

存
在
に
、
あ

、
そ
の
子
規
の
切

戦
地
の
美
化
と
し

疎
山
は
「
鵜
川
」

句
が
月
並
か
否
か

す
る
雑
誌
は
月
並

し
な
い
我
々
の
雑

現
行
の
「

ら
れ
た
「
天

治
の
俳
人
が

生
き
、
同
じ

子
規
が
、
虚

砲
の
音
を
初
雷
に

と
へ
た
り
し
て
、

美
し
い
景
物
の
裏

）
戦
争
と
い
へ
ば

と
評
す
る
外
に
な

る
か
。

ら
れ
る
。
無
窮
大

な
暴
力
と
い

も
の
と
教
え

か
り
で
な
く

力
量
は
な
か

海
を

そ
れ
は
子
規

そ
の
指
図
に

る
戦
闘
場
裡
を
離

で
、
日
本
派

三

は
、
俳
句
が
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
至
る

ら
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
と
明
治

別
で
あ
る
。

と
日
露
戦
争
と
い
う
視
野
は
、
埋
も
れ

る
い
は
俳
壇
の
様
々
な
潮
流
の
中
で
子

お
わ
り
に

写
生
」
と
は
、
子
規
亡
き
後
の
日
本
派

然
人
事
」
の
風
景
で
あ
る
。
だ
が
「
写

お
り
、
進
化
論
的
に
日
本
派
の
前
や
後

俳
壇
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一

子
、
碧
梧
桐
が
、
近
代
の
重
い

を
開

っ
た
、
確
か
に
看
過
で
き
る
は
ず
も
な

て
、
よ
り
短
絡
し
た
「
美
」
の
救
済
の

、
よ
り
本
質
的
に
は
、「
写
生
」
の
早

っ
た
と
し
て
も
そ
の
足
場
の
指
図
を
な

渡
つ
て
王
師
に
参
る
春
の
風

の
「
写
生
」
の
極
端
な
継
承
で
も
あ
る

従
っ
て
造
ら
れ
た
「
写
生
」
の
風
景
に

は
眼
前
の
戦
時
情
景
を
、
そ
の
殺
伐
さ

九
五

血
脈
を
特
に
重
ん
ず
る
ジ

俳
壇
の
資
料
が
垣
間
見
せ

た
明
治
の
多
く
の
俳
人
の

規
ら
の
「
写
生
」
が
な
ぜ

の
「
美
」
の
技
術
に
支
え

生
」
の
外
に
も
多
く
の
明

で
は
な
く
、
同
じ
明
治
に

口
に
近
代
俳
句
と
い
い
、

け
た
と
い
う
。
誰
も
が
子

い
唯
物
的
条
件
を
、
憎
む

道
を
門
人
ら
に
教
え
た
ば

産
的
な
確
立
を
、
強
い
る

し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

碧
梧
桐

。
現
行
の
俳
句
史
と
は
、

他
な
ら
な
い
。

や
あ
ら
れ
も
な
い
理
不
尽



『
明
治
官
制
辞
典

項
参
照
。

俳
諧
教
導
職
の

近
代
作
家
研
究
叢

東
杵
庵
月
彦
「

教
導
職
廃
止
は

誌
」

（
明

・

照
。
神
道
芭
蕉
派

「
明
倫
雑
誌
」

新
派
、
旧
派
、

（「
俳
声
」
１

５

旧
派
の
句
集
の

古
郷
「『
文
芸
倶
楽

店
、
昭

・
４
・

『
日
露
戦
争
勝
鬨

明

・
７
・

。

関
根
林
吉
「
三

１
）

（
昭

明
治
俳
壇

に
こ
れ
ほ
ど
伝
播
し

俳
句
史
観
の
発
想
は

う
。注

松
井
利
彦
『
近

俳
句
史
に
日
露
戦

』（
朝
倉
治
彦
編
、
東
京
出
版
、
昭

・

末
は
勝
峯
晋
風
『
明
治
俳
諧
史
話
』（
日

書

、
昭

・
９
・

）
に
詳
し
い
。

祝
詞
」「
明
倫
雑
誌
」
１
（
明

・

・

前
掲
『
明
治
官
制
辞
典
』
参
照
。
神
道
俳
諧

・

）
の
「
神
道
俳
諧
派
開
設
之
説
」

の
認
可
は
「
明
倫
雑
誌
」

（
明

・
４
・

（
明

・

・

）。

（
明

・
５
・

日
本
派
、
秋
声
会
派
の
命
名
は
岡
野
知
十
。

（
明

・
６
・

）、

頁
）
等
を
参

先
行
研
究
は
管
見
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
秋

部
』
の
懸
賞
俳
句
」（『
明
治
大
正
俳
句
史

、

頁
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

集
』
発
行
人
三
森
準
一
（
幹
雄
の
養
子
、

俳
句
は
右
句
か
ら
１
、
９
、

頁
。

森
幹
雄
評
伝
（
一
）
（
八
）」「
俳
句
」

・

・
１
）
等
を
参
照
。

と
日
露
戦
争

た
の
か
に
意
識
的
で
あ
る
事
を
促
す
。

、
明
治
俳
壇
の
様
々
な
神
話
と
現
実
を

代
俳
論
史
』（
桜
楓
社
、
昭

・
８
・

）

争
を
盛
り
込
む
史
観
は
管
見
で
は
見
当
た
ら４

・

）「
教
導
職
」

本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

）、
１
頁
。

派
設
立
は
「
明
倫
雑

（

頁
）
等
を
参

）
等
を
参
照
。

）

（
明

・

前
掲

前
掲

「
時
事

か
、
新
派

３
、
明

「
鴨
東

「
鴨
東

「
鴨
東

例
え
ば

「
秋
声
会
論
（
上
）」

照
。声

会
の
句
集
は
村
山

話
』
所
収
、
角
川
書

論
者
注
）、
古
池
吟
社
、

４
（
昭

・
４
・

幹
雄
は

す
る
な
ど

「
明
倫

憲
法
発

結
婚
二
五

表
さ
れ
て

「
明
倫

「
時
事

同
右
参

日
露
戦
争
を
含
む

照
ら
す
と
い
え
よ

等
を
参
照
。
現
行
の

な
い
。

・

）

幹
雄
の
影

事
」（

「
俳
諧

二
傑
）」

同
右
参

新
松
子

頁
。

「
勝
鬨
集
」、
序
文
。

「
勝
鬨
集
」、
４

頁
。

新
報
」
明

・
３
・
７
。
こ
の
献
金
は
「
何

の
先
生
達
顔
色
な
し
で
あ
ら
う
」（
城
北
閑

・
３
・

、

頁
）
と
新
派
俳
人
を
瞠
目
せ

新
誌
」

（
明

・

・

）、

頁
。

新
誌
」

（
明

・
４
・

）、「
旅
順
陥
落

新
誌
」

（
明

・
９
・

）、
２
頁
。

明

・
３
の
奉
天
会
戦
に
因
ん
だ
「
奉
天
戦

「
俳
諧
矯
風
雑
誌
」（
創
刊
号
未
見
、
２
号

し
て
点
取
俳
句
の
弊
を
述
べ
て
い
る
。

雑
誌
」
広
告
欄
に
は
月
次
点
取
俳
句
募
集
が

布
祝
句
は
「
明
倫
雑
誌
」

（
明

・
２
・

周
年
祝
句
は
『
奉
祝
俳
句
集
』（
出
版
社
不

い
る
。

雑
誌
」

（
明

・

・

）、

頁
。

新
報
」
明

・
３
・
９
。

照
。

三

辺
り
に
は
全
国
規
模
の
蕉
風
明
倫
講
社
会
員

響
力
が
窺
え
る
。
二
百
年
祭
は
（
明

・

頁
）
等
を
参
照
。

十
傑
投
票
」「
都
新
聞
」
明

・
３
・
１
、

「
太
陽
」
５

（
明

・
５
・
５
）、

照
。

「
謾
言
其
四

新
派
と
旧
派
」「
明
倫
雑
誌

と
見
上
げ
た
も
の
で
は
無
い

人
「
隣
の
噂
」「
卯
杖
」
２

し
め
た
。

祝
集
成
績
」
欄
。

捷
祝
集
」
は
「
鴨
東
新
誌
」

は
明

・
８
・

）
を
発
刊

頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

、
３
頁
）
に
、
両
陛
下
御

明
、
明

・
３
・
５
）
に
発

九
六に

よ
る
寄
金
が
掲
載
さ
れ
、

・

）
の
「
二
百
年
祭
記

「
明
治
十
二
傑
投
票
（
俳
仙
十

頁
。

」

（
明

・
５
・

）、
３



「
日
露
戦

全
集
』
月
報
９
、

東
京
の
寒
山
寺
の

前
掲
「
聴
雨
窓

前
掲
「
明
治
俳

「
文
芸
倶
楽
部
」

無
署
名
「
秋
声

「
文
芸
倶
楽
部
」

「
文
芸
倶
楽
部

・
４
・

）。
投

同
右
、

、

秋
声
会
の
経
歴

竹
冷
「
聴
雨
窓

前
掲
「
秋
声
会

尾
崎
紅
葉
「
十

書
店
、
平
７
・
１

）。
か
よ
う
な
ペ

上
で
開
か
れ
て
い

無
署
名
（
幹
雄

同
右
、
４
頁
。

『
広
瀬
中
佐
忠

・

・

。

同
右
書
、

頁

無
署
名
「
蕉
風

頁
。

「
文
芸
倶
楽
部
」

（
明

・
５
・

争
と
近
代
の
記
憶
」

岩
波
書
店
、
平
６
・
９
、
１

５
頁
）
に
紅

所
在
に
関
す
る
指
摘
が
あ
る
。

漫
話
」、

頁
。

句
風
流
陣
」、
上
句
か
ら

、

、

頁
。

３
（
明

・
２
・
１
）、

頁
。

会
員
の
職
業
」「
秋
の
声
」
２
（
明

・

１
、（
明

・
１
・
１
）
広
告
欄
参
照

定
期
増
刊

明
治
俳
句
風
流
陣
」「
文
芸
倶

句
数
は
目
次
欄
参
照
。

頁
。

は
前
掲
『
明
治
大
正
俳
句
史
話
』
に
詳
し
い

漫
話
」『
秋
の
声
』
１
（
明

・

・
５
）、

論
（
上
）」、

頁
。

千
万
堂
日
録
」
明

・
４
・
８
項
、『
紅
葉

・

）、

頁
。
野
山
嘉
正
「『
十
千
万
堂
日

ー
ス
で
日
露
両
国
の
戦
闘
、
外
交
に
因
ん

る
。
こ
の
よ
う
な
点
取
句
集
は
当
時
膨
大
に

）「
社
説
」「
明
倫
雑
誌
」

（
明

・
１
・

烈
表
彰
詩
歌
俳
集
』
読
売
新
聞
編
集
局
、
読

。明
倫
教
会
新
年
祭
併
旅
順
陥
落
祝
捷
会
」
前

（
明

・

・
１
）、
広
告
欄
１
頁

）
広
告
に
載
り
、
６
・

締
切
、
開
巻

葉
が
実
際
に
赴
い
た

・
５
）、

頁
。

『
風
流
陣

学
」佐

藤
紅

前
掲

瀬
川
疎

「
日
本

。楽
部
」

６
（
明

。
頁
。

全
集
』

巻
（
岩
波

録
』
漫
読
」（『
紅
葉

城
南
隠

め
た
る

に
眼
を
く

か
シ
ラ
？

前
掲

高
山
林

頁
。

『
紅
葉

俳
句
雑

だ
点
取
俳
句
集
が
誌

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

）、
２
頁
。

売
新
聞
日
就
社
、
明

掲
「
明
倫
雑
誌
」

、

。

永
機
は

北
村
透
谷

『
透
谷
全

機
の
粋
人

秋
声
会
の

局
外
生

一
回
目

二
回
目
は

は
明

・

十
千
万

は

（
前
掲
、
９
・

前
掲

三

』
総
目
次
｜
｜

（
平

・

・

、

頁
）
に
詳
し
い
。

緑
「
子
規
先
生
」「
中
央
公
論
」

９
（

参
照
。

山
編
『
戦
争
俳
句
』、
帝
都
社
、
明
治

・

」
明

・
３
・

。

士
「
俳
諧
空
談
」（「
俳
声
」
１

５
、
明

「
大
要
」（
子
規
の
「
俳
諧
大
要
」、
引
用
者
注

れ
ぬ
は
、
流
石
に
見
上
げ
た
も
の
で
あ
る
、

」（

頁
）
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。

「
十
千
万
堂
日
録
」
明

・

・
６
項
、

頁

太
郎
「
明
治
三
四
年
の
文
学
界
」「
太
陽
」

山
人
俳
句
集
』
瀬
川
嘉
助
（
疎
山
）
編
、
一

誌
「
風
流
陣
」
は
西
村
将
洋
「
神
奈
川
近

前
掲
（

）
の
人
気
投
票
で
共
に
一
位
。
雀

は
「
秋
窓
雑
記
」（「
白
表
女
学
雑
誌
」

集
』
勝
本
清
一
郎
編
、
岩
波
書
店
、
昭

・

ぶ
り
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
明
倫
雑
誌
」

記
事
が
散
見
さ
れ
、
幹
雄
と
も
近
か
っ
た
事

「
新
聞
俳
壇
略
評
」「
俳
声
」
１

２
（
明

は
明

・
８
・
６

同
年
９
・

に
下
位
、

明

・

・

・
４
に
下
位
、
同
年

１
・

２
・

に
下
位
、
３
・

に
上
位

（
尾
崎
紅
葉
）「
紫
吟
社
月
並
句
選
」「
読
売

「
十
千
万
堂
日
録
」
明

・
４
・
７
項
、

頁九
七

の
軌
跡
｜
｜
」「
同
志
社
国
文

明
治

・
９
・
１
）、

頁
。

５
・
７
。

・

・

）
に
「
親
分
が
定

）
の
趣
旨
を
守
つ
て
二
百
円

夫
れ
と
も
変
名
で
出
て
居
る

。８

１
（
明

・
１
・
５
）、

二
三
館
、
明

・
６
・
５
。

代
文
学
館
所
蔵

俳
句
雑
誌

志
、
機
一
も
名
を
連
ね
る
。

、
明

・

・

、
確
認
は

７
・

、

頁
）
に
永

（
明

・
３
・

）
等
に

が
窺
え
る
。

・
３
・

）、

頁
。

同
年
９
・

に
上
位
披
露
。

・

に
上
位
披
露
。
三
回
目

披
露
。

新
聞
」
明

・

・
９
。

。



闇
玉
庵
「
ヤ
ミ

同
右
、

疎
山
「
忙
言
閑

「
日
本
」
明

・

に
詳
し
い
。

「
日
本
」
明

・

保
田
与
重
郎
「

・
４
・
８
）

正
岡
子
規
「
俳

内
藤
鳴
雪
「
文

部
」

（
明

同
右
、

頁
。

瀬
川
疎
山
「
序

明
治
俳
壇

「
国
民
新
聞
」
明

「
時
事
新
報
」
明

高
浜
虚
子
「
俳

坪
内
稔
典
『
正

頁
。犬

骨
坊
（
五
百

に
連
載
。

子
規
従
軍
の
経

汁
」「
鵜
川
」
２

３
（
明

・
８
・
７
）、

頁
。

語
」「
卯
杖
」
２

５
（
明

・
５
・

）、

３
・

。

・

。

正
岡
子
規
に
つ
い
て
」（『
保
田
与
重
郎
文
庫

頁
。

諧
大
要
第
二

俳
句
と
他
の
文
学
」「
日
本

士
の
戦
争
観
其
六

内
藤
鳴
雪
氏
（
戦
争
と

・

・
１
）、

頁
。

言
」
前
掲
『
戦
争
俳
句
』、
１

２
頁
。

と
日
露
戦
争

・
４
・
１
。

・
３
・
９
。

話
（
三
）」「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
７

８
（
明

岡
子
規

俳
句
の
出
立
』（
俳
句
研
究
社
、

木
瓢
亭
）「
従
軍
記
」「
日
本
」
明

・
８
・

緯
は
、「
陣
中
日
記
」「
日
本
」
明

・
４
・

頁
。

頁
。

』
１
、
新
学
社
、
平

」
明

・

・

。

俳
句
）」「
文
芸
倶
楽

・
５
・

）、

頁
。

昭

・
４
・
１
）

明

・
８
・
２

同
年
７
・

等

三
九
八


